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「交通安全集会 警察署長あいさつ」 

 

皆さま、こんにちは。本日は三連休の初日で大変お忙しいところ、交通安全

集会にお集まりいただき、ありがとうございます。皆さまと年に一度お会いし、

交通安全について共に考える機会をいただき、大変うれしく思っております。 

越谷市では、交通事故により人身事故、物件事故を合わせ、残念ながら毎年

７千件以上の事故が発生しているのをご存じでしょうか。特に昨年は人身事故

が８２１件発生し、これは県内で２番目に多く、我々警察としても市民の皆さ

まが安心して外出することが出来るよう、事故防止のための対策を検討しなく

てはならないと考えております。 

お集まりの皆さまの中には、お車にドライブレコーダーを取り付けられてい

る方も多いのではないでしょうか。近年、ドライブレコーダーの普及により、

道路の逆走、アクセルとブレーキの踏み間違いなどの高齢者による事故、幅寄

せやあおり運転などの故意による危険運転の様子が報道されているのを目にす

る機会も多くなりました。また、車の事故ばかりがピックアップされがちです

が、自転車による危険運転もたびたび発生しています。自転車による死亡事故

の市内発生件数は、昨年は２０件を超えています。その中には、子どもが運転

する自転車により歩行者を死亡させてしまったケースもあり、加害者を取り締

まる身ではありますが、私も子を持つ親ですから加害者、被害者双方の気持ち

を考えるといたたまれない気持ちになります。 

市民の皆さまに交通安全に対する意識を高めていただけるよう、本日は、新

しくできたこの市役所庁舎をお借りして、交通安全の啓発ポスターや市内の交

通事故多発地域マップの展示、県警音楽隊の演奏、白バイ、パトカーの乗車体

験などさまざまなブースを用意しています。庁舎の外のロータリーでは、お子

さま向けの自転車安全教室を開催しておりますので、ぜひお子さまと一緒にご

参加ください。お集まりいただいた皆さまには、楽しく交通安全について学ん

でいただき、家に帰ったらお知り合いや近所の方にも今日学んだことについて

お伝えいただけたら、私どもも大変嬉しく思います。 

結びになりますが、本日ご来場の皆さま、会場をお貸しいただいた市役所の

皆さまや関係者の皆さまの益々のご活躍とご多幸を祈念いたしまして、私のあ

いさつとさせていただきます。 
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「花火大会」 

 

私のふるさとでは、毎年大規模な花火大会を開催しており、全国各地から多

くの観光客が集まるほどの人気を誇ります。地元の人は、子どもの頃から花火

に馴染みがあるためか、花火好きな人が多くいます。花火というと夏を思い浮

かべる人が多いですが、地元では季節に関係なく、市政周年記念行事や結婚式

など、何かお祝い事があると行政でも個人でも、花火を上げることが珍しくあ

りません。 

地元の花火大会は、第二次世界大戦の終戦後、街を一面焼き野原とした火薬

で二度と悲しい思いをする人のないようにとの思いが込められています。同じ

火薬を花火に変えて、亡くなられた方への慰霊の思いと、生き残った人たちの

復興への願いを込めて、毎年、大空襲のあった日に打ち上げられるようになり

ました。 

コロナ禍で中止が続いた花火大会が各地で再開されつつありますが、再開で

きず、泣く泣く中止にせざるを得なかったところもあったようです。大会中止

の理由は、開催経費や人件費不足、また、交通整理などに必要な警備員の確保

が難しいことなどだそうです。さらに、敷地への花火の燃えかす飛来やマナー

の悪い観覧者によるごみのポイ捨てなど、住民からの苦情も要因とのことです。

クラウドファンディングで集めた資金で何とか開催にこぎつけた地域や、打ち

上げ数を３分の１に減らして実施した地域など、各自治体が対応に苦慮してい

ます。 

実際、地元の花火大会でも住民からの苦情は毎年寄せられていると言います。

また、ここ数年、省エネのために屋根に太陽光パネルを設置する住宅が増加し、

それらに花火の燃えかすが落ちることによる火災予防のため、行政として対応

を慎重に協議をしてほしいという要望も多く寄せられているそうです。昭和の

時代には、酒蔵の跡取りの婚礼祝いに花火を上げたことで、酒蔵が全焼したこ

ともあると地元の人は笑い話として語りますが、令和の現代では、打ち上げは

慎重に行わなくてはなりません。 

各地の大規模な花火大会は、以前から資金難について心配の声が寄せられて

おり、駅に募金箱を設置するなどして都度、難を乗り越えてきましたが、時代

と共に課題も変化してきたようです。困難に負けることなく、打ち上げ場所や、

進化するＩＴ技術を駆使して打ち上げのタイミングを調整するなどし、この歴

史と伝統、そして人々の平和への祈りの象徴であるこの花火大会をいつまでも

継承してほしいです。 

 


